
超遠心密度勾配用装置

High Resolution Density Gradient Analysis !



タイマー 0〜9分59秒、0〜99.9分、0〜999分

傾斜角度 0.0〜90.0度

回転速度 0〜60RPM

メモリー 標準のグラジェントランパラメーターは内部メモリーに保存済み。
カスタムグラジェントランパラメーターは各ローターファイルに対し
10ケまで保存可能。

使用温度範囲 室温〜45℃

寸法 31（W）×21（D）×16（H）cm（ホルダーをセットしない状態）

重量 本体…5kg　マグナベースホルダー…約0.5kg

電源 100V、50-60Hz、0.75A

＊別売のマグナベースホルダーセットが必要です。（7頁を参照して下さい。）
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 「Tilted tube rotation」の技法を使用して、短時間に、一度に６本の
遠心チューブ内に、希望するグラジェントが作成できます。付属のマー
カーブロックを用いて、チューブの下半分に希望するSolutionの
Bottom％溶液を入れ、上半分にTop％溶液を入れます。その後、本
体のメモリーに保存されているランパラメーター（時間・角度・回転
速度）から希望するグラジェントのランパラメーターを選び、あとは
RUNキーを押すだけで運転が始まります。作成が終了するとホルダー
は垂直に戻り、ブザーでそれを知らせます。このように、誰にでも容
易に再現性の良いリニアグラジェントが作成できます。

簡単な運転操作
希望するグラジェント作成には3つのパラメーター（Time, Angle, 
Speed）が必要で、標準のグラジェントのパラメーターは本体メモリー
に保存されており、ボタンを押すだけで、簡単に呼び出せます。その
後の操作はボタンを2〜3回押すだけで、作成が完了します。

再現性の良いグラジェント作成
コンピュータコントロールにより、誰にでも正確で再現性の良いグラ
ジェントが作成できます。また超遠心チューブ６本同時に作成するた
め、チューブ間のグラジェントのばらつきがありません。

短時間でグラジェント作成
チューブの大きさ、またSolutionによって各々作成完了時間が異なり
ますが、ほとんどのグラジェントの場合、6本同時に数分で作成できま
す。短時間で作成できるので、数時間また数日前に作成しておく必要
がありません。

Custom Gradient Runparameter
希望するグラジェントのパラメーターが本体メモリーに保存されていな
い場合、メーカー（BioComp社）が作成します（有料）。簡単にメモリー
に追加入力できます。

超遠心チューブの下半分に希望するSolutionのBottom％溶液を入れ、
上半分にはTop％溶液を入れ、その2つの溶液がチューブを横切って対
角線を形成するまで傾け、その角度を保ちながらチューブを回転させます。

数分で超遠心チューブ6本同時に作成！

グラジェント・マスター
 （108）

特 長 原 理

仕 様

データ

SW41ロータ用チューブ内にシュークロース5〜20％（W/V）グラジェント
を作成した場合のデータです。

Runparameterは回転時間：1分57秒  角度：81.5度  速度：17RPM です。



遂に、高分離能密度勾配解析（High Resolution Gradient 
Analysis）の時代が到達しました。BioComp社の今までに無い
高分離能の「ピストン・グラジェント・フラクショネーター」を紹介し
ます。この装置は毎日6〜30のグラジェント実験を日課にしてい
た研究者によって開発され、多くの優れた性能を持っています。
0.01mm厚のグラジェントも回収することができます（通常は
0.3mm）。また、リボゾームと同じくらいの小さな粒子でも目で確
認できるようになるバンド可視システムを装備しています。
目に見えるバンドを回収するにはマニュアルで、目に見えないバ
ンドを回収するにはオートマチックに希望する厚みで、フラクショ
ネートしていきます。
そして各フラクション後に、フラクション間のクロスコンタミネーシ
ョンを防ぐため、サンプルチュービング内をリンスまたブローをする
機能があります。
最も画期的な特長は、特許である「トランペットチップ（トランペッ
ト形にテーパーがかかっているピストンコーン）」により、水平な
ディスク状の粒子のバンドを、垂直な細いカラム状に、徐々に圧
縮していくことです。今までの装置で使用されていた針やコーン
型チップでサンプルを吸引した場合、分離能を悪くする毛管層流
が起き、水平なディスク状のサンプルを回収しようとしても、サン
プルの上下の領域が回収されてしまいましたが、このトランペッ
トチップによって毛管層流が減少し、高分離能のフラクショネー
トが可能になりました。
また大きな特長は、界面からの距離が読めることです。それによ
り、チューブ内のどの位置をサンプリングしたかを、正確に知るこ
とができます。結果はめざましいものです。最近の論文によると、
JardineとCoombs（1998）はT4ファージのキャップシッドで4本
の別々のピークを300Sから350Sの間で分画しましたが、以前
の針で吸い上げた実験の報告では、1本のブロードなピークしか
ありませんでした。新しい粒子の一つは頭部アッセンブリーの新
しい中間体で、キャップシッドが拡がった後に、DNAのパッケー
ジが始まることが示されました。
 「グラジェント・マスター」と「ピストン・グラジェント・フラクショネー
ター」の組み合わせで、再現性と分離能の画期的な飛躍がもた
らされます。
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今までより分離能が5〜10倍UP！

ピストン・グラジェント・フラクショネーター
 （152）



トランペットチップ
今までは注射針や円錐型のチップを使用してグラジェント層を吸引して
バンドを回収していましたが、この方法では目的の円盤形のバンドは回
収できずに、目的より上下のバンドとのコンタミ、またチューブ壁部分の
バンドが回収できないなど、多くの問題がありました。BioCompでは新し
い「トランペットチップ」を開発し、この問題を解決しました。このトランペ
ット形に成型されたチップにより、粒子の水平のバンドは分離能を保っ
たまま垂直な円筒形のバンドに転換され、出口チューブから回収されま
す。我々はこの装置を用いることで、今までの注射針でバンドを吸引す
る方法の5〜10倍の分離能が得られると考えています。

オートマチックフラクショネーション
目に見えないバンドを分画する場合は、分画のサイズと数、ピストンの速
さを入力し、自動洗浄システムのプログラムとリンクさせ、オートマチック
フラクショネーションをおこないます。

マイクロステッパードライブ
ピストンの動きは極めて正確で、0.01mm厚のバンドも回収できます。
 （通常は0.3mm）

自動洗浄システム
フラクション間のクロスコンタミネーションを防ぐために、各フラクションを
回収した後、サンプルチュービング内をリンスまたはエアーブローする機
能があります。これはマニュアルフラクショネーションの場合は専用キー
を押すことにより、また、オートマチックフラクショネーションの場合は
「Air」「Rinse」のイベントに各々継続時間をプログラムすることによ
りおこなわれます。

図には同一の5つのT4ファージのピークを、異なる形状のチップで同じ
速度でモーターによる自動分取を行った際の溶出プロファイルが示して
ある。ピークフラクションはここでは同じスケールで描いてある。個々の
溶出プロファイルのピークの上に、密度勾配を分取するのに用いたチッ
プの形状が示してある。チップを遠心管中で移動するに従って、密度勾
配はチップのトップの針の出口に接続している分取チュービング中に移
送される。
チップAはしばしば遠心管の底に突き刺して用いられる標準的な傾斜
面をもつ針である。この場合、この針はコーン状のチップの中心に開い
た穴を通して差し込んである。
チップBは針を刺して分取する単純なフラクショネーターでよく用いられ
る側面に穴のある針である。
チップCは中心に一つの分取用の穴をもつ基本的なコーンデザインで
ある。
チップDは最初に開発された複数の穴をもつチップで、1976年に特許
を得た。
チップEは最近BioCompによって開発された特許申請中のトランペッ
トチップTMである。
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バンド可視化システム
リボゾームと同じくらいの小さな粒子でも目で確認できるようになります。
これは、チューブの真下に輝く明るいスポット光からの粒子により散乱し
た光が、チューブホルダーの黒を背景として見られることと、さらにチュー
ブが挿入される前にホルダーが水で満たされた時に溶液とチューブの
屈折率がほとんど同じであるため、チューブの外表面が本質的に消え、
最も弱いバンドが見えるような低レベルまで、背景光の散乱を低下させ
ることによります。

Trumpet Tip

特 長

データ（フラクショネーターの発展）



ピストンスピード 0.1〜6.5mm/秒（下方向）6.5mm（上方向）

フラクションサイズ 0.01mm〜チューブの全長

フラクションの数 グラジェントを10のセクションに分割可能で、その各々を1〜99まで

リンス フラクション間で9項目までプログラム可能
 （Continuous、Air、Water/Buffer、Delay、Pause、Fraction Advance）

ユーザーメモリー オートマチックフラクショネーションに使用するメモリーで20まで保存可能
 （各々に、ピストンスピード、フラクションの巾、フラクションの数、リンスをプログラム可能）

マクロレコード マニュアル操作を記録し再実行可能

バンド可視化システム 20Wハロゲンスポットライト

寸法 62（W）×41（D）×74（62）（H）cm

重量 24kg

電源 100V、0.4A 50-60Hz

この分解能は以前には到底達成されなかったもので、HPLCの分解能に匹敵する。トランペットチップを用いることによってピークの拡散をなくし、併せ
てユニークなリンス／ブロー洗浄系を用いることによって、密度勾配を日常的に超高分解能で分取することが可能になる。下の3つの密度勾配の重
ね合わせを見てほしい。上の図は生のデータであって、X軸は遠心管の長さの方向を表す。下の図は同じ図をピークの部分だけ拡大したものである。こ
れらの図はこの系のもうひとつの利点を示している。即ち、この系を使うと重要でない部分を無視して一つまたは複数の密度勾配に焦点を合わせて高
分解能で解析できる。
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データ（高分画分離能の達成）

仕 様

＊別売のチューブホルダーセットが必要です。（7頁を参照して下さい。）
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グラジェント・マスターと
ピストン・グラジェント・フラクショネーターが一体化！

グラジェント・ステーション
（153）

＊別売のマグナベースホルダーセット、チューブホルダーセットが必要です。（7頁を参照して下さい。）

仕 様

寸法 67（W）×41（D）×74（62）（H）cm

重量 27kg

電源 100V、0.4A 50-60Hz

グラジェント作成部
タイマー 0〜9分59秒、0〜99.9分、0〜999分

傾斜角度 0.0〜90.0度

回転速度 0〜60RPM

メモリー 標準のグラジェントランパラメーターは内部メモリーに保存済み
カスタムグラジェントランパラメーターは各ローターファイルに対し10ケまで保存可能

フラクショネーター部
ピストンスピード 0.1〜6.5mm/秒（下方向）6.5mm/秒（上方向）

フラクションサイズ 0.01mm〜チューブの全長

フラクションの数 グラジェントを10のセクションに分割可能で、その各々を1〜99まで

リンス フラクション間で9項目までプログラム可能
 （Continuous、Air、Water/Buffer、Delay、Pause、Fraction Advance）

ユーザーメモリー オートマチックフラクショネーションに使用するメモリーで20まで保存可能
 （各々に、ピストンスピード、フラクションの巾、フラクションの数、リンスをプログラム可能）

マクロレコード マニュアル操作を記録し再実行可能

バンド可視化システム 20Wハロゲンスポットライト

グラジェント・マスター（108）とピストン・グラジェント・フラクシ
ョネーター（152）が一体化した省スペースタイプの装置で
す。グラジェント作成部については2頁を、フラクショネーター
部については3〜5頁を参照して下さい。



Cat.No. チューブ直径 適応ローター

151-125 25mm 上記105-925の適応ローターと同じ

151-116 16mm 上記105-916の適応ローターと同じ

151-114A 14mm 上記105-914Aの適応ローターと同じ

151-114B 14mm 上記105-914Bの適応ローターと同じ

151-113 13mm 上記105-913の適応ローターと同じ

151-111A 11mm 上記105-911Aの適応ローターと同じ

151-111B 11mm 上記105-911Bの適応ローターと同じ

Cat.No. チューブ直径 適応ローター

151-525 25mm 上記105-925の適応ローターと同じ（50本入）

151-516 16mm 上記105-916の適応ローターと同じ（50本入）

151-514A 14mm 上記105-914Aの適応ローターと同じ（50本入）

151-514B 14mm 上記105-914Bの適応ローターと同じ（50本入）

151-513 13mm 上記105-913の適応ローターと同じ（50本入）

151-511A 11mm 上記105-911Aの適応ローターと同じ（50本入）

151-511B 11mm 上記105-911Bの適応ローターと同じ（50本入）
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グラジェント・マスター、ピストン・グラジェント・フラクショネーター、グラジェント・ステーションには本体の他、下記の
別売品が必要です。御使用の超遠心機のローター名（チューブ名）を確認してご注文ください。

マグナベースホルダーセット
（グラジェントマスター、グラジェントステーションに共通）

＊ 各ホルダーセットにはチューブホルダー、ピストンチップ2ケ、カーソル、Setonチューブ1箱が含まれています。
＊ 151-111Aと151-111Bにはバルブアッセンブリ付ピストンのスペアも含まれています。

＊各マグナベースホルダーセットにはチューブホルダー、マーカーブロック、チューブキャップ2種類、ランパラメーターデータが含まれます。
　バーチカルローター用はチューブキャップは含まれません。
＊チューブキャップはRate Zonal Run用4mmショートキャップ（6ケ入1袋）、Isopicnic Run用10mmロングキャップ（6ケ入1袋）の2種類が含まれます。

＊ Seton社製の超遠心機用チューブです。

別売品

チューブホルダーセット
（ピストン・グラジェント・フラクショネーター、グラジェントステーションに共通）

フラクショネーター用遠心チューブ

Cat.No. チューブ直径 適応ローター（ベックマン、日立）

 （スイングローター）

105-925 25 mm SW28、SW32Ti、P28S

105-916 16 mm SW28.1、SW32.1Ti、P28S2

105-914A 14 mm SW41Ti

105-914B 14 mm SW40Ti、P40ST

105-913 13 mm SW55Ti、MLS-50、P55ST2、S52ST

105-911A 11mm SW60Ti、P56ST

105-911B 11mm TLS-55、S55S

 （バーチカルローター）

105-925-8 25mm VTi50、RPV50T、RP50VF、P50VT2

105-916-8 16mm VTi65.1、NVT65、RP65VT3、P65VT3

105-913-8 13mm VTi65.2、VTi65、VTi80、NVT90、P65VT2、P55VF2
SRP83VT、RP65VT2、RP65VF、RP55VF2、P100VT



 ● 本書に掲載されている製品の名称・仕様・価格などは予告無く変更する場合があります。
 ● 本書に掲載されている価格には消費税は含まれておりません。
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